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台風災害における電力流通設備の同時多発事故事例とその対策
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　近年、台風をはじめとする気象災害が立て続けに発生しており，激甚化する傾向にある。これを受け，電力

流通設備に着目した防災・減災対策として，レジリエンスという考え方に注目が集まっている。本講演で

は，近年激甚化する傾向にある台風災害を例として，電力流通設備の同時多発事故事例と防災・減災対策の現

状について解説する。2018年、2019年、2020年に発生した既往の台風被害事例を紹介し，特に都市圏に敷

設されている電力流通設備の被害の特徴を例示する。2018年に経済産業省が主導した電力レジリエンス

ワーキンググループでは、電力流通設備の事前対策に加え、地域防災力を高める実践的な復旧支援策とし

て、「電力会社が提供可能な情報と災害復旧時に必要となる情報を整理し、道路や通信等重要インフラ情報と

ともに有効活用できるシステム設計」、「被害状況を予測するシステム等を活用した情報収集」など、自然災

害時に広域連携を可能とするための技術開発を要請している。本報告では、一般送配電事業者の取り組み事例

などを含めて、電力流通設備のレジリエンス強化を狙いとする報告者の最新の研究開発事例などを紹介する。
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